
 

 

 
   

 

海海海海
をををを
守守守守
る
た
め
に

る
た
め
に

る
た
め
に

る
た
め
に    

各
地
各
地
各
地
各
地
のののの
動動動動
きききき
活
発
活
発
活
発
活
発 

 

「
再
処
理
工
場
が
操
業

す
れ
ば
放
射
能
が
流
さ

れ
、
三
陸
の
豊
か
な
海

が
汚
さ
れ
る
。
こ
れ
は

今
世
紀
最
大
の
放
射
能

汚
染
」
と
警
告
を
発
し

た
、
水
口
憲
哉
東
京
海

洋
大
学
名
誉
教
授
の
三

陸
リ
レ
ー
講
演
会
の
準

備
は
、
市
民
の
手
で
順

調
に
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。 

宮
古
地
区

宮
古
地
区

宮
古
地
区

宮
古
地
区    

十
漁
協

十
漁
協

十
漁
協

十
漁
協
がががが
協
力
協
力
協
力
協
力    

 

宮
古
地
区
で
は
七
月

七
日
第
二
回
実
行
委
員

会
が
開
催
さ
れ
、
漁
協

関
係
者
や
町
議
な
ど
前

回
よ
り
裾
野
を
広
げ
た

市
民
参
加
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
一
一
日
、
田
村

剛
一
会
長
、
菅
野
和
夫

事
務
局
長
、
有
志
町
議

ら
が
山
田
町
内
五
漁
協

と
重
茂
、
宮
古
、
田
老
、

小
本
、
田
野
畑
の
各
漁

協
を
訪
問
し
協
力
を
呼

び
か
け
ま
し
た
。
各
漁

協
で
は
応
対
し
た
組
合

長
、
参
事
さ
ん
な
ど
、

放
射
能
汚
染
は
許
せ
な

い
と
し
て
、
講
演
会
の

成
功
の
た
め
に
賛
助
金

の
負
担
や
動
員
の
た
め

の
措
置
を
約
束
し
ま
し

た
。 

気
仙
地
区 

養
殖
漁
家
や
自
然

保
護
運
動
関
係
者 

高
田
地
区
で
は
、
七

月
二
十
日
夜
六
時
か
ら

高
田
市
内
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
で
十
余
人
が
出

席
し
実
行
委
員
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
会
で

は
「
安
全
・
安
心
の
漁

業
生
産
を
続
け
た
い
、

後
世
に
負
の
遺
産
を
残

し
た
く
な
い
」
な
ど
の

心
情
が
吐
露
さ
れ
講
演

会
を
是
非
成
功
さ
せ
よ

う
と
話
あ
わ
れ
ま
し

た
。
代
表
に
千
田
勝
治

（
広
田
・
漁
業
士
）
さ

ん
、
事
務
局
長
に
佐
藤

一
男
（
米
崎
）
さ
ん
を

選
出
し
、
九
月
二
日

（
金
）
六
時
半
か
ら
、

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
和

室
で
の
開
催
を
決
定
し

ま
し
た
。
実
行
委
員
と

リ
レ
ー
講
演
会
世
話
人

代
表
の
高
橋
盛
佳
さ
ん

が
二
九
日
に
大
船
渡
、

越
喜
来
、
綾
里
、
吉
浜
、

広
田
の
各
漁
協
を
訪
ね

協
賛
依
頼
を
行
い
、
協

力
的
な
応
対
を
受
け
ま

し
た
。 

久
慈
地
区

久
慈
地
区

久
慈
地
区

久
慈
地
区    

    

準
備
会

準
備
会

準
備
会

準
備
会
がががが
始
動
始
動
始
動
始
動    

久
慈
地
区
で
も
、
杉

野
真
紀
子
（
元
久
慈
市

議
会
議
員
）
さ
ん
、
中

野
雅
幸
（
野
田
村
）
さ

ん
を
中
心
に
準
備
会
が

始
動
し
ま
し
た
。 

日
本
原
燃

日
本
原
燃

日
本
原
燃

日
本
原
燃
のののの
回
答
回
答
回
答
回
答    

    

八
月
五
日

八
月
五
日

八
月
五
日

八
月
五
日
にににに
延
期
延
期
延
期
延
期    

《
守
る
会
》
が
日
本
原

燃
に
手
渡
し
た
質
問
書
へ

の
回
答
は
七
月
二
十
九
日

と
約
束
さ
れ
て
い
た
が
、

《
守
る
会
》
が
面
会
時
間

確
認
の
た
め
に
入
れ
た
電

話
に
対
し
て
原
燃
広
報
担

当
者
は
「
決
裁
や
様
々
な

配
慮
の
た
め
二
十
九
日
に

は
間
に
合
わ
な
い
。」
と
通

告
し
て
き
た
。
期
日
を
守

っ
て
ほ
し
い
と
強
力
に
要

請
し
た
が
、
結
局
八
月
五

日
（
金
）
十
一
時
に
回
答

を
受
け
る
事
と
な
り
、
三

人
の
代
表
が
六
カ
所
工
場

に
向
か
い
ま
し
た
。 

止めよう！ 
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署
名
運
動
は
、
原
発

の
数
百
倍
も
の
放
射
能

を
垂
れ
流
す
再
処
理
工

場
の
操
業
開
始
を
中
止

し
、《
岩
手
の
宝
・
三
陸

の
海
と
漁
場
》
を
守
る

た
め
に
、
増
田
知
事
や

県
議
会
は
最
大
限
の
努

力
を
払
う
べ
き
だ
と
い

う
内
容
で
す
。
具
体
的

に
次
の
二
点
を
要
求
し

て
い
ま
す
。 

    

増
田
知
事

増
田
知
事

増
田
知
事

増
田
知
事
はははは
青
森
県

青
森
県

青
森
県

青
森
県
にににに    

運
転
中
止
申

運
転
中
止
申

運
転
中
止
申

運
転
中
止
申
しししし
入入入入
れ
を
れ
を
れ
を
れ
を    

 
 一

、
岩
手
県
民
、
特
に

三
陸
沿
岸
漁
業
に
た
ず

さ
わ
る
県
民
の
理
解
が

得
ら
れ
る
ま
で
、
使
用

済
み
核
燃
料
に
よ
る
再 
 

 

処
理
工
場
の
運
転
を
し

な
い
よ
う
、
青
森
県
な

ら
び
に
日
本
原
燃
（
株
）

に
申
し
入
れ
る
こ
と
。 

 

海
域
海
域
海
域
海
域
のののの
環
境
影
響
評
価

環
境
影
響
評
価

環
境
影
響
評
価

環
境
影
響
評
価

をををを
行行行行
う
こ
と

う
こ
と

う
こ
と

う
こ
と    

 
 一

、
三
陸
沿
岸
の
漁
場

や
海
水
浴
場
な
ど
、
三

陸
沿
岸
海
域
全
般
の
環

境
影
響
評
価
を
行
う
よ

う
、
青
森
県
並
び
に
日

本
原
燃
（
株
）
に
申
し

入
れ
る
こ
と
。 

  

こ
の
署
名
は
趣
旨
に

賛
同
で
き
る
方
は
誰
で

も
署
名
出
来
ま
す
。 

 

多
く
の
方
々
の
ご
協 

力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

署
名
簿
の
連
絡
先
は 

〒
〇
二
〇
―
〇
〇
〇
四 

盛
岡
市
山
岸
六
―
三
六

―
八 

永
田
文
夫
宅 

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
一
九 

（
六
六
一
）
一
〇
〇
二 

 

去
年
盛
岡
で
ド
キ
ュ

メ
ン
タ
リ
ー
映
画
「
ヒ

バ
ク
シ
ャ
」
の
上
映
会

を
開
催
し
た
が
、
ト
ー

ク
を
担
当
し
た
鎌
仲
ひ

と
み
監
督
か
ら
著
書
が

送
ら
れ
て
き
た
。
原
爆

医
療
に
長
年
携
わ
っ
て

こ
ら
れ
た
肥
田
舜
太
郎

医
師
と
の
共
著
で
あ

る
。 

 

こ
の
本
を
一
読
し

て
、
人
類
が
「
核
エ
ネ

ル
ギ
ー
」
に
遭
遇
し
て

以
来
、
核
問
題
を
論
ず

る
と
き
に
、《
人
体
内
部

か
ら
の
被
曝
》
と
言
う

重
要
な
問
題
が
巧
妙
に

隠
さ
れ
、
解
明
さ
れ
な

い
ま
ま
で
来
た
こ
と
が

痛
感
さ
せ
ら
れ
る
。 

 

原
爆
反
対
と
言
う
と

き
人
々
は
、
爆
弾
さ
え

破
裂
し
な
け
れ
ば
大
丈

夫
と
い
う
安
心
感
（
？
）

み
た
い
な
も
の
が
あ
っ

た
。
し
か
し
、
鎌
仲
ひ

と
み
監
督
が
目
に
し
た

の
は
、「
原
爆
が
破
裂
し

た
わ
け
で
も
な
い
の

に
」、
原
発
周
辺
や
湾
岸

戦
争
後
に
低
線
量
放
射

能
障
害
で
倒
れ
死
ん
で

い
く
人
々
の
実
情
で
あ

っ
た
。
肥
田
医
師
は
、

ヒ
ロ
シ
マ
の
ピ
カ
ド
ン

に
は
会
わ
な
か
っ
た
の

に
間
接
的
被
曝
を
し
て

原
爆
症
で
死
ん
で
い
っ

た
人
々
や
、
幸
い
生
き

な
が
ら
え
な
が
ら
も
脱

力
感
や
機
能
不
全
な
ど

で
今
な
お
苦
し
ん
で
い

る
多
く
の
ヒ
バ
ク
シ
ャ

の
実
態
を
伝
え
て
い

る
。 

 

「
体
外
被
曝
」
と
「
体

内
被
曝
」
は
、
物
事
の

両
面
で
あ
る
。
呼
吸
や

食
物
か
ら
体
に
入
り
込

ん
だ
極
小
の
放
射
性
微

粒
子
は
、
六
十
兆
と
い

わ
れ
る
人
体
細
胞
の
新

陳
代
謝
の
《
壮
大
な
世

界
》
に
永
続
的
に
核
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
放
散
し
つ

づ
け
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
傷
つ

け
ガ
ン
や
遺
伝
的
障
害

を
も
た
ら
す
。 

 

 

《《《《
肺
組
織

肺
組
織

肺
組
織

肺
組
織
にににに
入入入入
っ
た
っ
た
っ
た
っ
た
プ
ル
ト

プ
ル
ト

プ
ル
ト

プ
ル
ト

ニ
ュ
ウ
ム

ニ
ュ
ウ
ム

ニ
ュ
ウ
ム

ニ
ュ
ウ
ム
粒
子
粒
子
粒
子
粒
子
》》》》    

 

特
に
第
三
章
《
内
部

被
曝
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
》

は
中
学
生
に
も
分
か
る

よ
う
に
、
や
さ
し
く
書

か
れ
、
学
習
書
と
し
て

も
最
適
な
好
著
で
あ

る
。
是
非
一
読
を
。（
尚
） 

 

三
陸
の
海
を
放
射
能
か
ら
守
る
岩
手
の
会
は
、「
再
処
理
工
場
か
ら
の
放
射

能
を
三
陸
の
海
に
流
さ
せ
な
い
こ
と
を
求
め
る
署
名
」
を
増
田
寛
也
岩
手
県

知
事
、
伊
藤
勢
至
岩
手
県
議
会
議
長
に
提
出
す
る
運
動
を
開
始
し
ま
し
た
。

第
一
次
集
約
日
を
九
月
五
日
と
し
、
リ
レ
ー
講
演
会
に
会
わ
せ
て
圧
倒
的
多

数
の
署
名
を
集
め
、
県
政
を
動
か
し
、
六
カ
所
再
処
理
工
場
か
ら
の
放
射
能

垂
れ
流
し
を
絶
対
に
ス
ト
ッ
プ
さ
せ
よ
う
。

一口解説一口解説一口解説一口解説    
《《《《再処理工場再処理工場再処理工場再処理工場のののの放射性物質放射性物質放射性物質放射性物質》》》》そのそのそのその１１１１    
トリチュウムトリチュウムトリチュウムトリチュウム    
    トリチュウムは普通の水素より三倍重い

水素。天然にもわずかに存在するが、原

子炉などで多量に作られる。環境に放出

されると酸素と化合して水となり生物の体

に取り込まれやすい。体内に入ったトリチ

ュウムはベーター線を出し体細胞を傷つ

ける。半減期が１２年と長く、普通の水か

らも分離が困難で、原子力発電所にとっ

てやっかいな物質。  原燃（株）が原子

力安全委員会などに提出した「六カ所再

処理工場事業許可申請書」には １年間

の操業で１．８×１０の１６乗Ｂｑ（ベクレル）

という膨大な量のトリチュウムが排出され

ると記載されている。（Ｎ） 
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ラ
ン

ウ
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ン

ウ
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ン
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ま
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ま
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ま
で
ま
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肥
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肥
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太
郎

肥
田
舜
太
郎
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鎌
仲
鎌
仲
鎌
仲
鎌
仲
ひ
と
み

ひ
と
み

ひ
と
み

ひ
と
み
著著著著    

ち
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ま

ち
く
ま

ち
く
ま

ち
く
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新
書
新
書
新
書
新
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定
価
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定
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